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要 約 

 
ピリミジンカルボン酸系の除草剤である「アミノシクロピラクロル」（CAS No. 

858956-08-8）について各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 
評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット及びヤギ）、植物体内運命（牧

草）、作物等残留、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、

慢性毒性/発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2 世代繁殖（ラット）、

発生毒性（ラット及びウサギ）、免疫毒性（ラット及びマウス）、遺伝毒性等の試

験成績である。 
各種毒性試験結果から、アミノシクロピラクロル投与による影響は、主に体重（増

加抑制）に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に関する影響、催奇形性、免

疫毒性及び遺伝毒性は認められなかった。 
各種試験結果から、畜産物中の暴露評価対象物質をアミノシクロピラクロル（親

化合物のみ）と設定した。 
各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、ラットを用いた 2 世代繁殖試験の

91.9 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100 で除した

0.91 mg/kg 体重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 
また、アミノシクロピラクロルの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響は認められなかったため、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと判

断した。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

除草剤 
 
２．有効成分の一般名 

和名：アミノシクロピラクロル 
英名：aminocyclopyrachlor（ISO 名） 
 

３．化学名 

IUPAC 
和名：6-アミノ-5-クロロ-2-シクロプロピルピリミジン-4-カルボン酸 
英名：6-amino-5-chloro-2-cyclopropylpyrimidine-4-carboxylic acid 

 
CAS（No. 858956-08-8） 
和名：6-アミノ-5-クロロ-2-シクロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸 
英名：6-amino-5-chloro-2-cyclopropyl-4-pyrimidinecarboxylic acid 
 

４．分子式 

C8H8ClN3O2 
 

５．分子量 

213.62 
 
６．構造式 

 

N N

Cl
H2N

OH

O

 

７．開発の経緯 

アミノシクロピラクロルは、米国デュポン社により開発されたピリミジンカルボ

ン酸系の除草剤である。作用機構は、植物体内中にオーキシンが過剰に存在する状

態を引き起こし、細胞分裂を阻害して正常な生育を抑制することにより、成長を阻

害するものと考えられており、アミノ酸系除草剤に耐性の広葉雑草に対して殺草作

用を有する。 
国内での登録はない。今回、インポートトレランス設定（反すう動物の可食部及

び乳）の要請がなされている。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

各種運命試験［Ⅱ.1～4］は、アミノシクロピラクロル又はアミノシクロピラク

ロルのメチルエステル体（以下「アミノシクロピラクロルメチルエステル体」とい

う。）のピリミジン環 2 位の炭素を 14C で標識したもの（以下「[pyr-14C]アミノシ

クロピラクロル」又は「[pyr-14C]アミノシクロピラクロルメチルエステル体」とい

う。）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合は

比放射能（質量放射能）からアミノシクロピラクロルの濃度（mg/kg 又はµg/g）に

換算した値として示した。 
代謝物/分解物略称及び検査値等略称は別紙 1 及び 2 に示されている。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体を用いて実施された試験においては、

いずれもエステル体の多くが動物への投与並びに植物及び土壌への処理後アミノ

シクロピラクロルに変換された。そのため、アミノシクロピラクロルメチルエステ

ル体を用いた試験結果も評価に用いることとした。 
 

１．動物体内運命試験 

（１）ラット①  

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

SD ラット（一群雌雄各 4 匹）に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを 25 mg/kg
体重（以下[1.]において「低用量」という。）又は 500 mg/kg 体重（以下[1.]

において「高用量」という。）で単回経口投与して、血中濃度推移について検討

された。 
薬物動態学的パラメータは表 1 に示されている。 
アミノシクロピラクロルは投与量及び性別にかかわらず、投与後 1 時間以内に

Cmaxに達し、T1/2は 5.6～5.7 時間であった。投与群間での Cmax及び AUC の比

は、投与量の比に一致していた。 
放射能濃度は血漿中より赤血球中で低く、Cmaxの比は 0.33～0.48 であった。

（参照 2、3） 
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表 1 薬物動態学的パラメータ 

投与方法 単回経口 
投与量 (mg/kg 体重) 25 500 

性別 雄 雌 雄 雌 

血漿 

Tmax (hr) 0.5 0.4 0.6 1.0 
Cmax (µg/g) 3.8 5.0 57.3 61.6 

T1/2 (hr)  5.6 5.7 5.6 5.7 
AUC (hr・µg/g) 7.0 9.0 151 168 

赤血球 a 
Tmax (hr) 0.5 0.3 0.6 1.0 

Cmax (µg/g) 1.3 2.0 27.2 28.7 
a：T1/2及び AUC は低濃度のため算出できなかった。 

 
b. 吸収率 

排泄試験［1.(1)④］から得られた単回経口投与後 168 時間の尿、臓器・組織、

ケージ洗浄液及びカーカス 1の放射能の合計から、アミノシクロピラクロルの吸

収率は雄で少なくとも 37.5%、雌で少なくとも 56.2%と算出された。 

 
② 分布 

SD ラット（一群雌雄各 1 匹）に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを低用量で

単回経口投与して、体内分布試験が実施された。 
残留放射能は投与 168 時間後にはカーカスに 0.039%TAR 認められ、ほかの組

織及び臓器では検出限界未満であった。（参照 2、3） 
 

③ 代謝 

排泄試験［1.(1)④］で採取された尿及び糞並びに SD ラット（雌雄各 3 匹）

に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを高用量で単回経口投与して得られた血液

を試料として、代謝物同定・定量試験が実施された。 
いずれの試料においても、未変化のアミノシクロピラクロルのみが認められた。

（参照 2、3） 
 

④ 排泄 

SD ラット（一群雌雄各 1 匹）に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを低用量で

単回経口投与して、排泄試験が実施された。 
投与後 168 時間の尿、糞及び呼気中排泄率は表 2 に示されている。 
投与放射能は尿及び糞中にそれぞれ 36.3%TAR～55.8%TAR、32.1%TAR～

51.7%TAR 排泄され、そのほとんどが投与後 24 時間で排泄された。呼気中には

検出されなかった。（参照 2、3） 

                                            
1 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 
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表 2 投与後 168時間の尿、糞及び呼気中排泄率（%TAR） 

性別 雄 雌 
尿 36.3 55.8 
糞 32.1 51.7 

呼気 a ND ND 
ケージ洗浄液 1.21 0.36 
残存飼料 0.197 0.076 
臓器・組織 ND ND 
カーカス 0.039 ND 

合計 69.9 108 
a：投与後 48 時間 
ND：検出されず 

 
（２）ラット②  

 SD ラット（一群雌雄各 4 匹）に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを低用量若

しくは高用量で単回投与し、又は SD ラット（一群雌雄各 3 匹）に[pyr-14C]アミ

ノシクロピラクロルを低用量で 14 日間連続反復経口投与（以下[1.(2)]において

「反復投与」という。）して、動物体内運命試験が実施された。 
 

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

反復投与群の血中濃度推移が検討された。 
血漿及び全血中濃度は、最終投与 6 時間後から減少し、最終投与 24 時間後に

は 1/10 程度となった。（参照 2、4） 
 

b. 吸収率  

胆汁排泄試験[1.(2)④b.]から得られた単回経口投与後 48 時間の尿、胆汁、組

織、ケージ洗浄液及びカーカスの放射能の合計から、アミノシクロピラクロルの

吸収率は、雄で少なくとも 35.3%、雌で少なくとも 26.1%と算出された。（参照

2、4） 
 

② 分布（ラット） 

主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 3 に示されている。 
残留放射能は、投与方法、投与量及び性別による分布の違いは認められず、胃

腸管、膀胱及び腎臓に多く認められた。単回投与群における投与 72 時間後では、

残留放射能はほとんどの臓器及び組織で定量限界未満であった。（参照 2、4） 
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表 3 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（µg/g） 
投

与

方

法 

投与量 
(mg/kg 
体重) 

性

別 
投与 1 時間後 a 

(Tmax) 
投与 6 時間後 a 

(Tmaxの 5 時間後) 
投与 72 時間後 a 

単

回

経

口 

25 

雄 

胃 腸 管 (163) 、 膀 胱

(148)、腎臓(27.3)、血

漿(6.05)、肝臓(5.88)、
全 血 (3.56) 、 下 垂 体

(2.50)、膵臓(2.33)、甲

状 腺 (2.16) 、 赤 血 球

(2.14) 

膀 胱 (18.2) 、 胃 腸 管

(16.3)、カーカス(1.69)、
腎 臓 (0.767) 、 骨 髄

(0.551)、肝臓(0.258)、
血 漿 (0.201) 、 全 血

(0.126)、膵臓(0.124)、
副 腎 (0.111) 、 肺

(0.102) 、皮膚(0.093)、
脂 肪 (0.085) 、 心 臓

(0.077)、赤血球(0.075) 

皮膚(0.044)、カーカス

(0.018)、胃腸管(0.011)、
腎臓(0.007) 

雌 

胃 腸 管 (97.9) 、 膀 胱

(69.4)、腎臓(28.7)、血

漿(5.67)、肝臓(3.60)、
全血(3.37)、副腎(3.18)、
卵 巣 (2.69) 、 甲 状 腺

(2.33)、下垂体(2.22)、
子 宮 (2.04) 、 赤 血 球

(1.88) 

胃 腸 管 (16.2) 、 膀 胱

(1.59)、腎臓(1.40)、血

漿(0.183)、肝臓(0.147)、
カーカス(0.117)、膵臓

(0.117)、全血(0.115)、 
骨 髄 (0.109) 、 脾 臓

(0.093)、子宮(0.089)、
肺 (0.085) 、 卵 巣

(0.080)、皮膚(0.079)、
赤血球(0.074) 

カーカス(0.056)、胃腸

管(0.014) 

500 

雄 

胃腸管 (2,770) 、膀胱

(1,100)、腎臓(337)、副

腎(213)、血漿(63.8)、
肝臓(60.9)、膵臓(59.7)、
脾臓(45.0)、全血(40.7)、
赤血球(28.8) 

胃腸管  (415)、  膀胱

(43.3)、甲状腺(25.8)、
腎臓(17.3)、膵臓(6.12)、
肝臓(4.20)、血漿(3.08)、
副腎(2.33)、全血(1.93)、
カ ー カ ス (1.82) 、 骨

(1.72)、肺(1.60) 、脂肪

(1.59)、皮膚(1.48)、骨

髄(1.45)、赤血球(1.22) 

カーカス(0.328)、胃腸

管 (0.312)、腎臓(0.112) 

雌 

胃腸管 (2,290) 、膀胱

(1,090)、腎臓(239)、血

漿(53.4)、肝臓(37.6)、
子宮(37.2)、全血(34.3)、
膵 臓 (29.3) 、 赤 血 球

(22.7) 

胃 腸 管 (490) 、 膀 胱

(41.0)、腎臓(13.7)、血

漿 (3.07) 、 カ ー カ ス

(2.82)、肝臓(2.41)、卵

巣(2.27)、全血(1.93)、
子宮(1.60)、肺(1.44) 、
副腎(1.37)、脂肪(1.22)、
赤血球(1.21)  

カーカス(0.624)、胃腸

管(0.490)、腎臓(0.137)  

反

復

経

口 

25 雄 

 胃 腸 管 (43.5) 、 膀 胱

(29.2)、腎臓(2.20)、肝

臓(0.809)、副腎(0.702)、
カーカス(0.573)、血漿

(0.555)、膵臓(0.469)、

下垂体 (1.16)、甲状腺

(0.545)、副腎(0.245)、
骨 髄 (0.139) 、 膀 胱

(0.126) 、 カ ー カ ス

(0.109)、脂肪(0.107)、
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投

与

方

法 

投与量 
(mg/kg 
体重) 

性

別 
投与 1 時間後 a 

(Tmax) 
投与 6 時間後 a 

(Tmaxの 5 時間後) 
投与 72 時間後 a 

精 巣 (0.455) 、 全 血

(0.350)、筋肉(0.273)、
脂肪(0.271)、肺(0.254)、
皮膚 (0.232) 、赤血球

(0.210) 

皮膚 (0.043) 、胃腸管

(0.036)、膵臓(0.031)、
腎 臓 (0.030) 、 胸 腺

(0.026)、肺(0.023)、脾

臓(0.023)、肝臓(0.023)、
骨(0.021)、心臓(0.019)、
精 巣 (0.016) 、 筋 肉

(0.015)、脳(0.014)、全

血 (0.008) 、 赤 血 球

(0.008) 

雌 

 胃 腸 管 (26.1) 、 膀 胱

(5.07)、腎臓(1.45)、カ

ーカス (0.584) 、血漿

(0.294)、肝臓(0.232)、
肺(0.225)、全血(0.193)、
皮 膚 (0.177) 、 子 宮

(0.167)、脂肪(0.142)、
膵 臓 (0.132) 、 心 臓

(0.118) 、赤血球(0.118)  

脂 肪 (0.101) 、 腎 臓

(0.045)、皮膚(0.040) 、
胃 腸 管 (0.029) 、 肺

(0.023)、肝臓(0.015)、
脳(0.013)、全血(0.008)、
赤血球(0.008) 

a：反復経口投与群では最終投与後の時間 
/：データなし 

 
③ 代謝  

排泄試験[1.(2)④a.]で採取された尿及び糞並びに胆汁中排泄試験[1.(2)④

b.]で採取された胆汁を試料として、代謝物同定・定量試験が実施された。 
いずれの試料においても、同定された成分は未変化のアミノシクロピラクロル

のみであった。単回投与では投与後 72 時間において、未変化のアミノピラクロ

ルが低用量群の尿中で 47.4%TAR～56.1%TAR、糞中で 39.2%TAR～47.4%TAR、

高用量群の尿中で 39.8%TAR～43.6%TAR、糞中で 51.7%TAR～55.9%TAR 認

められ、反復投与では投与後 24 時間の尿中で 38.3%TAR～41.5%TAR、糞中で

43.9%TAR～45.1%TAR 認められた。胆汁中における未変化のアミノシクロピラ

クロルは投与 12 時間後で最大でも 0.213%TAR であった。 
アミノシクロピラクロルはラット体内でほとんど代謝分解されないと考えら

れた。（参照 2、4） 
 

④ 排泄  

a.  尿中及び糞中排泄 

投与後 72 時間の尿、糞及び呼気中排泄率は表 4 に示されている。 
投与方法、投与量及び性別による差はみられず、投与後 72 時間で 93.9%TAR
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～96.0%TAR が尿及び糞中に排泄された。投与放射能は尿及び糞中に同程度排泄

され、呼気中に放射能は検出されなかった。（参照 2、4） 
 

表 4 投与後 72時間 aの尿、糞及び呼気中排泄率（%TAR） 

投与方法 単回経口 反復経口 
投与量  

(mg/kg 体重) 
25 500 25 

試料 雄 雌 雄 雌 雄 雌 
尿 47.7 56.5 40.0 44.1 38.9 36.6 
糞 48.0 39.5 54.8 51.1 55.3 57.3 

呼気 <LOD <LOD     
ケージ洗浄液 2.43 2.87 1.84 2.08 2.62 4.04 
残存飼料 0.328 0.316 0.648 0.243 0.253 0.146 

組織+カーカス 0.064 0.222 0.085 0.184 0.030 0.026 
合計 98.5 99.4 97.4 97.7 97.0 98.0 

    <LOD: 定量限界未満  /: 測定せず 
a：反復経口投与群では最終投与後 72 時間 

 
b. 胆汁中排泄 

胆管カニューレを挿入した SD ラットに[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを、

低用量又は高用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施された。 
投与後 48 時間の尿、糞及び胆汁中排泄率は表 5 に示されている。 
胆汁中への放射能の排泄は、低用量投与群で 0.14%TAR～0.25%TAR、高用量

投与群で 0.13%TAR～0.18%TAR と僅かであった。（参照 2、4） 
 

表 5 投与後 48時間の尿、糞及び胆汁中排泄率（％TAR） 

投与量(mg/kg 体重) 25 500 
試料 雄 雌 雄 雌 
尿 34.5 22.2 30.1 32.2 
糞 62.1 68.5 57.9 60.7 
胆汁 0.25 0.14 0.18 0.13 

ケージ洗浄液 0.42 3.64 5.77 1.21 
残存飼料 0.16 0.49 2.39 0.59 
カーカス* 0.08 0.10 0.64 0.18 

組織＋カーカス 0.09 0.10 0.66 0.20 
胃腸管内容物 0.48 0.11 0.36 0.63 

合計 98.0 95.1 97.3 95.7 
*：屠殺時に採取した血液全量を含む。 
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（３）ヤギ 

泌乳ヤギ（ブリティッシュザーネン、一群雌 1 頭）に[pyr-14C]アミノシクロピ

ラクロルメチルエステル体を 150 mg/頭/日（75 mg/kg 飼料相当）の用量で 1 日 2
回、5 日間カプセル経口投与して、動物体内運命試験が実施された。乳汁は 1 日

2 回及びと殺直前に、尿及び糞は 1 日 1 回、肝臓、腎臓、筋肉及び脂肪は最終投

与 6 時間後にと殺して採取された。 
投与放射能は投与後 5 日で尿中に 54.1%TAR、糞中に 20.0%TAR 排泄され、

主に尿中に排泄された。乳汁中の残留放射能濃度は、投与 1 日後の 0.015 µg/g か

ら経時的に増加し、投与 5 日後で 0.031 µg/g（0.032%TAR）となった。 
尿及び糞中の主要成分はアミノシクロピラクロル（64.3%TAR）であり、ほか

に未同定代謝物が合計で 0.38%TAR 検出された。 
乳汁、肝臓、腎臓、筋肉及び脂肪組織中の残留放射能及び代謝物は表 6 に示さ

れている。 
臓器及び組織中の残留放射能濃度は、腎臓で 1.67 µg/g と最も高く、次いで胆

汁中で 0.441 µg/g、肝臓中で 0.299 µg/g 検出された。主要成分として、いずれの

組織においてもアミノシクロピラクロルが認められた。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体は、ヤギ体内で速やかにアミノシク

ロピラクロルに代謝され、ラットと同様に、アミノシクロピラクロルの大部分は

尿及び糞を介して体外へ排泄され、代謝をほとんど受けないものと考えられた。

（参照 2、5） 
 

表 6 乳汁、肝臓、腎臓、筋肉及び脂肪組織中の残留放射能及び代謝物(µg/g) 

成分 乳汁 a 肝臓 腎臓 筋肉 
脂肪組織 

大網 腎周囲 皮下 

総残留放射能 
0.023 
(100) 

0.299 
(100) 

1.67 
(100) 

0.042 
(100) 

0.010 
(100) 

0.016 
(100) 

0.026 
(100) 

抽
出
放
射
能 

アミノシクロ

ピラクロル 
0.004 
(15.9) 

0.262 
(87.5) 

1.56 
(93.2) 

0.018 
(43.3) 

0.005 
(47.5) 

0.013 
(83.3) 

0.021 
(80.7) 

未同定代謝物 
0.016b 
(64.6) 

0.004 
(1.46) 

0.017 
(1.02) 

0.014c 
(32.7) 

   

非抽出放射能 
0.004 
(19.5) 

0.006 
(1.73) 

0.011 
(0.68) 

0.005 
(12.5) 

0.005 
(52.6) 

0.003 
(16.2) 

0.005 
(19.3) 

/：データなし 
a：投与 1～5 日後の試料を混合したもの 
b：0.002～0.007 µg/g の 3 種類の微量成分の合計値 
c：0.006～0.008 µg/g の 2 種類の微量成分の合計値 
(  )内は%TRR 
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２．植物体内運命試験 

混植した 3 種の牧草（Disco perennial ryegrass 30%、Franklin strong creeping 
red fescue 30%及び Vienna perennial ryegrass 40%）に、水和剤に調製した

[pyr-14C]アミノシクロピラクロルメチルエステル体を 373 g ai/ha（アミノシクロ

ピラクロル 350 g ai/ha に相当）の用量で 1 回葉面散布し、処理直後、処理 3、7、
14、30 及び 60 日後に地上部を採取して、植物体内運命試験が実施された。 

試料中の残留放射能分布は表 7 に、試料中の代謝物は表 8 に示されている。 
総残留放射能は処理直後の 15.6 mg/kg から処理 60 日後には 2.45 mg/kg に減少

した。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体の濃度は処理直後の 3.86 mg/kg

（24.7%TRR）から処理 60 日後には 0.211 mg/kg（8.6%TRR）まで減少した。全

ての時点でアミノシクロピラクロルが最も多く、処理直後で 10.0 mg/kg
（64.2%TRR）、処理 60 日後で 0.805 mg/kg（32.9%TRR）検出された。代謝物と

して、C、D、F、G 及び H が認められたが、いずれも 10%TRR 未満であった。 
牧草におけるアミノシクロピラクロルメチルエステル体の主要代謝経路は、カル

ボン酸体への変換によるアミノシクロピラクロルの生成とそれに続く脱炭酸によ

る代謝物 C の生成と考えられた。また、その他の代謝経路として、①植物体表面に

おける光誘起による脱塩化水素とピリミジン環の収縮反応による代謝物 H の生成

とそれに続くカルボン酸体への変換による代謝物 D の生成、②アミノシクロピラク

ロルのピリミジン環の開裂及び酸化による代謝物 F の生成とそれに続く代謝物 G
の生成であると考えられた。（参照 2、6） 

 
表 7 試料中の残留放射能分布（mg/kg） 

処理後日数 0 7 60 

総残留放射能 
15.6 
(100) 

12.0 
(100) 

2.45 
(100) 

表面洗浄液 
2.03 

(13.0) 
0.700 
(5.8) 

0.030 
(1.2) 

抽出液 
13.3 

(85.2) 
10.4 

(86.2) 
1.15 

(47.0) 

抽出残渣 
0.280 
(1.8) 

0.948 
(7.9) 

1.27 
(51.7) 

 

α-アミラーゼ 0.108 
(0.7) 

0.179 
(1.5) 

0.342 
(14.0) 

アミログルコシダーゼ 
及びセルラーゼ 

0.041 
(0.3) 

0.119 
(1.0) 

0.153 
(6.3) 

0.1M NaOH 
0.016 
(0.1) 

0.052 
(0.4) 

0.117 
(4.8) 

1M HCl 0.013 0.045 0.082 
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(0.1) (0.4) (3.4) 

非抽出性放射能 0.102 
(0.6) 

0.553 
(4.7) 

0.572 
(23.4) 

残留放射能濃度は、アミノシクロピラクロルメチルエステル体換算  
( )：%TRR 

 

表 8 試料中の代謝物（mg/kg） 

処理後日数 0 7 60 
アミノシクロピラクロルメ

チルエステル体 
3.86 

(24.7) 
0.709 
(5.9) 

0.211 
(8.6) 

アミノシクロピラクロル 
10.0 

(64.2) 
7.72 

(64.4) 
0.805 
(32.9) 

代謝物 C 
0.769 
(4.9) 

0.573 
(4.8) 

0.138 
(5.6) 

代謝物 D 
0.003 
(<0.1) 

0.078 
(0.6) 

0.048 
(1.9) 

代謝物 F 0.003 
(<0.1) 

0.018 
(0.1) 

0.034 
(1.3) 

代謝物 G ND ND 0.012 
(0.5) 

代謝物 H 
0.004 
(<0.1) 

0.065 
(0.5) 

0.015 
(0.6) 

残留放射能濃度は、アミノシクロピラクロルメチルエステル体換算 
ND：検出せず   ( )：%TRR 

 
３．土壌中運命試験 

（１）好気的土壌中運命試験 

砂壌土（米国）の土壌水分を最大容水量の 40%～60%に調整し、[pyr-14C]アミ

ノシクロピラクロルメチルエステル体を 0.448 mg/kg 乾土（336 g ai/ha 相当）

となるように添加し、20±2℃の暗条件下で最長 360 日間インキュベートして、

好気的土壌中運命試験が実施された。 
各試料中の残留放射能濃度及び分解物は表 9 に示されている。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体は速やかにアミノシクロピラクロ

ルに分解され、処理 3 日後には 1%TAR 未満となった。アミノシクロピラクロル

は処理 3 日後の 91.2%TAR から経時的に分解し、処理 360 日後には 43.0%TAR
に減少した。 
主要分解物として、アミノシクロピラクロルの脱炭酸により生成する分解物 C

が最大 2.82%TAR（処理 122日後）検出された。CO2は処理 360日後で 23.1%TAR
に達した。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体とアミノシクロピラクロルの合計
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値で推定半減期は 245 日と算出された。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体の好気的土壌における主要分解経

路は、カルボン酸体への変換によるアミノシクロピラクロルの生成、さらに脱炭

酸による分解物 C の生成、最終的には結合性残留物又は環開裂による二酸化炭素

への無機化であると考えられた。（参照 2、7） 
 

表 9 各試料中の残留放射能濃度及び分解物（%TAR） 

処理後 
日数 
(日) 

抽
出
液 

 

有機 
揮発性 
物質 

CO2 
抽出 
残渣 

アミノシ

クロピラ

クロルメ

チルエス

テル体 

アミノ

シクロ

ピラク

ロル 

分解物

C 
未同

定 a 

0 101 93.1 7.71 0.09 0.24   0.96 
3 93.4 0.44 91.2 1.77 0.05 0.00 0.12 6.28 
60 77.6 0.00 74.1 1.84 1.76 0.00 8.03 16.0 

180 53.8 0.00 50.7 1.72 1.40 0.02 17.8 21.9 
360 46.5 0.00 43.0 2.32 1.18 0.03 23.1 23.2 
/：分析せず 
a：未同定分解物の合計 

 
（２）好気的/嫌気的湛水土壌中運命試験  

シルト質壌土（米国）の土壌水分を最大容水量の 40%～60%に調整し、[pyr-14C]
アミノシクロピラクロルを 0.448 mg/kg 乾土（336 g ai/ha 相当）となるように

添加し、好気的条件下、20±2℃の暗条件下で 10 日間インキュベートした後湛水

し、窒素通気により嫌気的条件として最長 120 日間インキュベートして、好気的

/嫌気的湛水土壌中運命試験が実施された。 
各試料中の残留放射能濃度及び分解物は表 10 に示されている。 
好気的条件、嫌気的湛水条件いずれも土壌中の主要成分は未変化のアミノシク

ロピラクロルであった。分解物及び CO2の生成は僅かであり、嫌気的湛水条件で

はアミノシクロピラクロルはほとんど分解されなかった。（参照 2、8） 
 

表 10 各試料中の残留放射能濃度及び分解物（%TAR） 

培養

条件 

経過 
日数 
(日) 

抽
出
液 

 
有機 

揮発性 
物質 

CO2 
抽出 
残渣 

アミノシ

クロピラ

クロル 
未同定 a 

好気 
0(処理後) 95.9 93.8 2.11   2.26 

10 94.7 91.3 3.48 ND 0.76 3.21 
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嫌気 

3(湛水後) 96.4 94.9 1.52 ND 0.76 1.55 
14 96.6 95.2 1.40 ND 0.76 2.22 
60 93.1 91.6 1.50 ND 0.93 4.27 
120 93.9 92.2 1.68 ND 1.00 5.82 

/：分析せず  ND：検出せず 
a：未同定分解物の合計 

 
（３）土壌表面光分解試験 

シルト質土壌（米国）の土壌薄層（厚さ約 2 mm）に、[pyr-14C]アミノシクロ

ピラクロルを 0.448 mg/kg 乾土となるように添加し、20±2℃で最長 15 日間キセ

ノン光（光強度：419 W/m2、波長：290～800 nm）を照射して、土壌表面光分

解試験が実施された。また、暗所対照区が設けられた。 
各試料中の残留放射能濃度及び分解物は表 11 に示されている。 
光照射区では、未変化のアミノシクロピラクロルは、処理 15 日後に 73.9%TAR

まで減少した。分解物として、C が最大 4.94%TAR（処理 7 日後）検出された。

暗所対照区では、未変化のアミノシクロピラクロルは、処理 15 日後に 86.6%TAR
まで減少し、分解物 C が最大 5.25%TAR（処理 11 日後）検出された。 

いずれの試験区においても、有機揮発性物質及び CO2は認められなかった。 
アミノシクロピラクロルの推定半減期は、照射区及び暗所対照区でそれぞれ 40

及び 116 日と算出された。（参照 2、9） 
 

表 11 各試料中の残留放射能濃度及び分解物（%TAR） 

処理後日数(日) 0 3 7 15 

光

照

射

区 

抽出成分 96.8 91.0 89.7 83.0 
 アミノシクロ 

ピラクロル 94.2 83.3 77.3 73.9 

 分解物 C 1.60 1.85 4.94 2.67 
 未同定 a 0.98 5.89 7.51 6.45 
抽出残渣 3.83 6.43 9.29 17.2 

暗

所

対

照

区 

抽出成分 

 

94.3 95.9 92.1 
 アミノシクロ 

ピラクロル 
89.7 90.8 86.6 

 分解物 C 3.65 3.21 3.97 
 未同定 a 1.01 1.86 1.61 
抽出残渣 4.94 4.64 5.12 

/：分析せず 
a：未同定分解物の合計 

 
（４）土壌吸着試験 

アミノシクロピラクロルを用いた、4 種類の土壌［砂土（宮崎）及び壌土 3 種
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（埼玉、栃木及び茨城）］における土壌吸着試験が実施された。 
壌土（埼玉、栃木及び茨城）における Freundlich の吸着係数 KadsFはそれぞれ

0.648、0.217 及び 1.64、有機炭素含有率により補正した吸着係数 KadsFocはそれ

ぞれ 21.9、18.5 及び 36.3 と算出された。砂土（宮崎）は有機炭素含量が少なく、

吸着率が 1%程度であったため、吸着係数は算出されなかった。（参照 2、10） 
 
４．水中運命試験  

（１）加水分解試験 

pH 4（酢酸緩衝液）、pH 7（リン酸緩衝液）及び pH 9（ホウ酸緩衝液）の滅

菌緩衝液に[pyr-14C]アミノシクロピラクロルを 2.9 mg/L となるように添加し、

50±1℃、暗条件下で 5 日間インキュベートして、加水分解試験が実施された。 
アミノシクロピラクロルの濃度は、いずれの条件においても試験開始時とほと

んど変わらず、分解物は認められなかった。アミノシクロピラクロルは加水分解

に対して安定と考えられた。（参照 2、11） 
 

（２）水中光分解試験（緩衝液及び自然水） 

滅菌酢酸緩衝液（pH 4）及び滅菌自然水（英国、pH 7.06）に[pyr-14C]アミノ

シクロピラクロルを 2.0 mg/L となるように添加し、20±2℃で最長 15 日間キセ

ノン光［光強度：461（緩衝液）及び 485（自然水）W/m2、波長：290～800 nm］

を照射して、水中光分解試験が実施された。また、暗所対照区が設けられた。 
緩衝液では、アミノシクロピラクロルは試験開始 360 時間後で 28.1%TAR に

減少し、分解物として、C（最大 16.1%TAR）、D（最大 13.8%TAR）、E（最

大 7.98%TAR）、F（最大 6.85%TAR）及び G（最大 12.4%TAR）が認められた。 
自然水では、アミノシクロピラクロルの分解は速く、試験開始 192 時間以降は

認められなかった。分解物として、D（最大 29.7%TAR）、E（最大 11.7%TAR）、

F（最大 24.4%TAR）及び G（最大 14.6%TAR）が認められたほか、未同定分解

物 1 種が最大 16.8%TAR 検出された。 
暗所対照区においては、緩衝液及び自然水いずれにおいても分解はほとんど認

められなかった。 
アミノシクロピラクロルの半減期は、緩衝液及び自然水でそれぞれ 7.3及び 1.3

日と算出され、自然太陽光［北緯 35 度（東京）、4～6 月］換算ではそれぞれ 34.1
及び 6.4 日と推定された。（参照 2、12） 

 
５．土壌残留試験  

土壌残留試験については、参照した資料に記載がなかった。 
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６．作物等残留試験 

（１）作物残留試験（海外） 

海外において、アミノシクロピラクロル又はアミノシクロピラクロルメチルエ

ステル体を散布した牧草を用いてアミノシクロピラクロル、アミノシクロピラク

ロルメチルエステル体並びに代謝物 C、D 及び H を分析対象化合物とした作物

残留試験が実施された。結果は別紙 3 に示されている。 
アミノシクロピラクロル、アミノシクロピラクロルメチルエステル体及び両化

合物の合量の最大残留値は、それぞれ散布当日に収穫した試料における 80、108
及び 122 mg/kg であった。代謝物 C の最大残留値は、散布当日に収穫した試料

における 0.11 mg/kg であった。代謝物 D の最大残留値は、散布 14 及び 21 日後

に収穫した試料における 0.010 mg/kg であった。代謝物 H は、いずれの試料に

おいても検出限界（0.003 mg/kg）未満であった。（参照 2、13） 
 

（２）畜産物残留試験（乳牛） 

ホルスタイン種泌乳牛（一群雌 3 頭）に、アミノシクロピラクロルメチルエス

テル体を 28 日間カプセル経口［0、1.8（0.5 倍量）、3.6（予想飼料負荷量）、

10.8（3 倍量）及び 36.0（10 倍量） mg/kg 体重/日］投与して、アミノシクロピ

ラクロルメチルエステル体、アミノシクロピラクロル及び代謝物 C を分析対象化

合物とした畜産物残留試験が実施された。また、減衰確認のため雌 2 頭を用いて

36.0 mg/kg体重/日で 28日間投与後、15及び 17日間飼育する試験が実施された。 
乳汁は投与期間中午前及び午後の 2 回、肝臓、腎臓、脂肪及び筋肉は最終投与

後又は減衰期間経過後にと殺して採取された。また、投与 14、21、31 及び 38
日の乳汁から脱脂乳と乳脂肪が調製された。 
いずれの試料においても、定量限界（0.01 mg/kg）以上認められたのはアミノ

シクロピラクロルのみであった。結果は別紙 4 に示されている。 
乳汁、乳脂肪及び脱脂乳におけるアミノシクロピラクロルの最大残留値はそれ

ぞれ 0.077、0.033 及び 0.065 µg/g であり、いずれの試料においても、アミノシ

クロピラクロルは試験 31 日（最終投与 3 日後）には定量限界未満となった。 
可食部におけるアミノシクロピラクロルの最大残留値は、36.0 mg/kg 体重/日

投与群の腎臓で 0.98 µg/g であった。試験 45 日（最終投与 17 日後）では、アミ

ノシクロピラクロルが1例で脂肪中に0.056 µg/gが検出されたほかは定量限界未

満であった。（参照 2、14） 
 

７．一般薬理試験  

マウス及びラットを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表 12 に示されて

いる。（参照 2、15） 
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表 12 一般薬理試験概要 

試験の種類 動物種 動物数 
/群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路) 

最大 
無作用量 
(mg/kg 
体重) 

最小 
作用量 
(mg/kg 
体重) 

結果の概要 

中

枢

神

経

系 

一般症状 
(多次元観

察法) 

ICR 
マウス 

雌雄 
各 3 

0、500、
1,000、 2,000 

(経口) 
2,000 － 影響なし 

SD 
ラット 

雌雄 
各 5 

0、500、
1,000、 2,000 

(経口) 
500 1,000 a 

2,000 mg/kg 体重投

与群雄で活動性低

下（投与 6 時間、2
日及び 3 日後）、接

近反応低下（投与 6
時間後）及び探索行

動低下（投与 3 日後） 
1,000 mg/kg 体重以

上投与群雌雄で下

痢（投与 6 時間後） 
1,000 mg/kg 体重投

与群雌で粘液便（投

与 6 時間後） 
呼

吸

器

系 

呼吸数 SD 
ラット 雄 5 

0、500、
1,000、 2,000 

(経口) 
2,000 － 影響なし 

循

環

器

系 

血圧、 
心拍数 

SD 
ラット 雄 5 

0、500、
1,000、 2,000 

(経口) 
2,000 － 影響なし 

注）溶媒として蒸留水が用いられた。 
―：最小作用量は設定されなかった。 
a：本試験で認められた所見について、同系統のラットを用いた急性神経毒性試験等では同様の所見

は認められていないため、急性参照用量の設定には用いなかった。 
 

８．急性毒性試験 

（１）急性毒性試験（ラット） 

アミノシクロピラクロル（原体）のラットを用いた急性毒性試験が実施された。

結果は表 13 に示されている。（参照 2、16～18） 
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表 13 急性毒性試験概要（原体） 

投与 
経路 

動物種 
性別・匹数 

LD50 (mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

経口 a 
SD ラット 
雌 3 匹  >5,000 

投与量：5,000 mg/kg 体重 
下痢（1 例、投与 1 日後） 
死亡例なし 

経皮 
SD ラット 
雌雄各 5 匹 

>5,000 >5,000 症状及び死亡例なし 

吸入 
SD ラット 
雌雄各 5 匹 

LC50 (mg/L) 
症状及び死亡例なし 

>5.4 >5.4 
溶媒として脱イオン水が用いられた。 /：実施せず 
a：上げ下げ法による評価 
 

代謝物 C を用いた急性毒性試験が実施された。結果は表 14 に示されている。

（参照 2、19） 
 

表 14 急性毒性試験概要（代謝物 C） 

投与 
経路 

動物種 
性別・匹数 

LD50 (mg/kg
体重) 観察された症状 

経口 a 
SD ラット 
雌 3 匹 

300～2,000 

2,000 mg/kg 体重で腹臥位、呼吸不整、流

涙、流涎及び着色尿 
300 mg/kg 体重以上で自発運動低下及び歩

行異常 
300 mg/kg 体重で側臥位、鼻周囲及び口周

囲の汚れ 
300 mg/kg 体重以上で死亡例 

溶媒として 0.5%CMC ナトリウム水溶液が用いられた。 
a：毒性等級法による評価 

 
（２）急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いたアミノシクロピラクロル単回強制経

口（原体：0、200、1,000 及び 2,000 mg/kg 体重）投与による急性神経毒性試験

が実施された。 
本試験において、いずれの投与群でも検体投与の影響は認められなかったこと

から、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 2,000 mg/kg 体重であると考えられ

た。急性神経毒性は認められなかった。（参照 2、20） 
 
９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験  

アミノシクロピラクロル（原体）の NZW ウサギを用いた眼及び皮膚刺激性試験

が実施された。その結果、ウサギの眼粘膜に対して軽度の刺激性が認められた。皮
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膚に対しては軽微又は軽度の刺激性が認められた。 
Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization 法）が実施され、

結果は陰性であった。 
CBA/J マウスを用いた皮膚感作性試験（局所リンパ節試験）が実施され、結果は

陰性であった。（参照 2、21～24） 
 

１０．亜急性毒性試験 

（１）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

SD ラット（一群雌雄各 15 匹）を用いた混餌（原体：0、600、2,000、6,000
及び 18,000 ppm：平均検体摂取量は表 15 参照）投与による 90 日間亜急性毒性

試験が実施された。また、神経毒性病理検査が実施された。 
 

表 15 90日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 600 ppm 2,000 ppm 6,000 ppm 18,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 35 114 349 1,050 
雌 45 146 448 1,430 

 
本試験において、18,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制（雄：投与 1 週以

降、雌：投与 8 週以降）が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 6,000 ppm
（雄：349 mg/kg 体重/日、雌：448 mg/kg 体重/日）であると考えられた。亜急

性神経毒性は認められなかった。（参照 2、25） 
 

（２）90日間亜急性毒性試験（マウス）  

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、300、1,000、3,000
及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 16 参照）投与による 90 日間亜急性毒性

試験が実施された。 
 

表 16 90日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 300 ppm 1,000 ppm 3,000 ppm 7,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 46.8 154 459 1,090 
雌 60.7 230 649 1,620 

 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかっ

たことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 7,000 ppm（雄：1,090 mg/kg
体重/日、雌：1,620 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、26） 

 
（３）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌（原体：0、250、1,250、5,000
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及び 15,000 ppm：平均検体摂取量は表 17 参照）投与による 90 日間亜急性毒性

試験が実施された。 
 

表 17 90日間亜急性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 250 ppm 1,250 ppm 5,000 ppm 15,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 6.46 33.3 126 426 
雌 7.02 37.9 124 388 

 
5,000 ppm 以上投与群の雄及び 1,250 ppm 以上投与群の雌において、肝チト

クローム P450 の増加が認められた。 
1,250 ppm 以上投与群の雌において、甲状腺及び上皮小体の合計重量に増加傾

向が認められたが、対照群での値にばらつきが大きかったこと及び甲状腺におい

て病理組織学的所見がみられなかったことから、検体投与の影響とは考えられな

かった。 
本試験において、いずれの投与群にも検体投与の影響は認められなかったこと

から、無毒性量は雌雄ともに本試験の最高用量 15,000 ppm（雄：426 mg/kg 体

重/日、雌：388 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、27） 
 

（４）90日間亜急性毒性試験（ラット、代謝物 G） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた強制経口（代謝物 G：0、2、10、30
及び 60 mg/kg 体重/日）投与による代謝物 G の 90 日間亜急性毒性試験が実施さ

れた。 
各投与群で認められた毒性所見は表 18 に示されている。 
神経毒性検査が実施されたが、いずれの投与群においても検体投与の影響は認

められなかった。 
本試験において、30 mg/kg 体重/日以上投与群の雄で Glob 及び TP 減少等が、

雌で心筋空胞化、肝単核細胞浸潤等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも

10 mg/kg 体重/日と考えられた。（参照 2、28） 
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表 18 90日間亜急性毒性試験（ラット・代謝物 G）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
60 mg/kg 体重/日 ・RBC、Hb 及び Ht 増加 

・Neu 及び Mon 増加 
・AST、ALT 及び TG 増加 
・総胆汁酸増加 § 
・肝及び腎絶対及び比重量 2増加 
・心筋空胞化 a 

・肝門脈周囲脂肪化 a 
・胸腺リンパ球壊死 a 

・Mon 増加 
 

30 mg/kg 体重/日 
以上 

・Glob 及び TP 減少 
・心筋症 a 

・膵チモーゲン顆粒減少 
 

・AST、BUN 及び無機リン増加 
・総胆汁酸増加 §§ 
・肝及び腎絶対及び比重量増加 
・心筋空胞化 a、心筋症 a 

・肝門脈周囲脂肪化 a 
・肝単核細胞浸潤 a 
・胸腺リンパ球壊死 a 

・膵チモーゲン顆粒減少 
10 mg/kg 体重/日
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 

a：統計検定は実施されていないが、検体投与の影響と判断した。 
§：統計的有意差はなかったが、検体投与の影響と判断した。 
§§：30 mg/kg 体重投与群では統計的有意差はなかったが、検体投与の影響と判断した。 

 
１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）1年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌（原体：0、1,250、5,000、15,000
及び 30,000 ppm：平均検体摂取量は表 19 参照）投与による 1 年間慢性毒性試

験が実施された。 
表 19 1年間慢性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 1,250 ppm 5,000 ppm 15,000 ppm 30,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 37.9 178 465 1,080 
雌 46.9 175 542 1,070 

 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかっ

たことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 30,000 ppm （雄：1,080 
mg/kg 体重/日、雌：1,070 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、29） 

 
（２）2年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

SD ラット（主群：一群雌雄各 70 匹、12 か月中間と殺群：一群雌雄各 10 匹）

を用いた混餌（原体：0、600、2,000、6,000 及び 18,000 ppm、平均検体摂取量

                                            
2 体重比重量のことを比重量という（以下同じ。）。 
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は表 20 参照）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施された。 
 
表 20 2年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 600 ppm 2,000 ppm 6,000 ppm 18,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 27.4 97.1 279 892 
雌 29.3 99.8 309 957 

 
18,000 ppm 投与群の雄で脳の星状膠細胞腫（悪性）の発生頻度増加が認めら

れたが、発生頻度（4.35%）は背景データ（0.00%～4.29%）の上限値と同程度

であり、脳においては検体投与に関連した病理組織学的所見が認められなかった

ことから、検体投与の影響とは考えられなかった。 
本試験において、18,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制（雄：投与 2 週以

降、雌：投与 8 週以降）が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 6,000 ppm
（雄：279 mg/kg 体重/日、雌：309 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発が

ん性は認められなかった。（参照 2、30） 
 

（３）18か月間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 60 匹）を用いた混餌（原体：0、300、1,000、3,000
及び 7,000 ppm、平均検体摂取量は表 21 参照）投与による 18 か月間発がん性

試験が実施された。 
 

表 21 18か月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 300 ppm 1,000 ppm 3,000 ppm 7,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 38.7 133 393 876 
雌 49.9 171 527 1,190 

 
検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかっ

たことから、無毒性量は雌雄とも本試験での最高用量 7,000 ppm（雄：876 mg/kg
体重/日、雌：1,190 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められ

なかった。（参照 2、31） 
 

１２．生殖発生毒性試験  

（１）2世代繁殖試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 28 匹）を用いた混餌（原体：0、500、1,500、5,000
及び 17,000 ppm：平均検体摂取量は表 22 参照）投与による 2 世代繁殖試験が

実施された。 
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表 22 2世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 500 ppm 1,500 ppm 5,000 ppm 17,000 ppm 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 30.1 91.9 299 1,050 
雌 36.0 110 367 1,240 

F1世代 
雄 42.3 126 426 1,520 
雌 46.2 105 465 1,670 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 23 に示されている。 
親動物の 17,000 ppm 投与群 P 雄並びに児動物の 5,000 ppm 投与群 F1及び F2

雌雄において認められた脾臓の重量変化について、病理組織学的検査では脾臓に

異常は認められなかったことから、検体投与の影響とは考えられなかった。 
本試験において、親動物では 5,000 ppm 以上投与群の P 及び F1雄並びに

17,000 ppm 投与群 P 雌で体重増加抑制等、児動物では 17,000 ppm 投与群の雌

雄で体重増加抑制が認められたことから、無毒性量は親動物の雄で 1,500 ppm（P
雄：91.9 mg/kg 体重/日、F1雄：126 mg/kg 体重/日）、雌で 5,000 ppm（P 雌：

367 mg/kg 体重/日、F1雌：465 mg/kg 体重/日）、児動物で 5,000 ppm （P 雄：

299 mg/kg 体重/日、P 雌：367 mg/kg 体重/日、F1雄：426 mg/kg 体重/日、F1

雌：465 mg/kg 体重/日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められ

なかった。（参照 2、32） 
 

表 23 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 親：P、児：F1 親：F1、児：F2 
雄 雌 雄 雌 

親

動

物 

17,000 
ppm 

  ・体重増加抑制 
(投与 8 週以降) 

・甲状腺ろ胞細胞

肥大 

・摂餌量減少 17,000 ppm 以下 
毒性所見なし 

5,000 ppm
以上 

・体重増加抑制

(投与 0～10
週) 

5,000 ppm 以下 
毒性所見なし 

・体重増加抑制 

1,500 ppm
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

17,000 
ppm 

・体重増加抑制(生後 0～21 日)  ・体重増加抑制 

5,000 ppm
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 

/：該当なし。 
 
（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～20 日に強制経口（原体：0、30、100、
300 及び 1,000 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5% MC 水溶液）投与して、発生毒性試
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験が実施された。 
本試験において、母動物及び胎児ともいずれの投与群においても検体投与の影

響は認められなかったことから、無毒性量は母動物及び胎児とも本試験の最高用

量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参

照 2、33） 
 

（３）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 22 匹）の妊娠 7～28 日に強制経口（原体：0、100、300、
500 及び 1,000 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5% MC 水溶液）投与して、発生毒性試

験が実施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 24 に示されている。 
本試験において、母動物では 500 mg/kg 体重/日投与群で軟便等が認められ、

胎児ではいずれの投与群においても検体投与による影響は認められなかったこ

とから、無毒性量は母動物で 300 mg/kg 体重/日、胎児で 1,000 mg/kg 体重/日と

考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 2、34） 
 

表 24 発生毒性試験（ウサギ）で認められた毒性所見 

投与群 母動物 胎児 
1,000 mg/kg 体重/日 ・死亡 1 例 a(妊娠 13 日) 

・流産 2 例(妊娠 20 及び 26 日) 
・体重増加抑制(妊娠 14～17 日)及

び摂餌量減少(妊娠 14～17 日) 

1,000 mg/kg 体重/日以下 
毒性所見なし 

500 mg/kg 体重/日
以上 

・軟便(妊娠 18 日以降) 

・四肢及び泌尿生殖器領域等の脱 
毛(妊娠 18 日以降) 

300 mg/kg 体重/日 
以下 

毒性所見なし 

a：死亡前に呼吸数の増加（妊娠 7 日）、ラ音（妊娠 9～13 日）、排糞量の減少（妊娠 9～13
日）及び体重減少（妊娠 7 日）がみられた。 

 
 
１３．遺伝毒性試験  

アミノシクロピラクロル（原体）の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニー

ズハムスター卵巣由来 CHO-K1細胞を用いた遺伝子突然変異試験、ヒト末梢血リン

パ球を用いた染色体異常試験及びマウスを用いた in vivo 小核試験が実施された。 
試験結果は表 25 に示されているとおり、全て陰性であったことから、アミノシ

クロピラクロルに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照 2、35～38） 
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表 25 遺伝毒性試験概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然 
変異試験  

Salmonella typhimurium 
 (TA98、TA100、TA1535、
TA1537 株) 
Escherichia coli (WP2 
uvrA 株) 

①1.5～5,000 µg/プレート

(+/-S9) 

②50～5,000 µg/プレート

(+/-S9) 
陰性 

遺伝子突然 
変異試験 

チャイニーズハムスター卵

巣由来細胞 (CHO-K1) 
(Hgprt 遺伝子) 

750～2,150 µg/mL (+/-S9) 陰性 

染色体異常試験 ヒト末梢血リンパ球 

①267～2,136 µg/mL (+/-S9)  
 (4 時間処理、16 時間培養後

標本作成) 
②267～2,136 µg/mL (-S9)  

 (20 時間処理後標本作成) 

陰性 

in vivo 小核試験 ICR マウス(骨髄細胞) 
(一群雌雄各 5 匹) 

500、1,000 及び 2,000 mg/kg
体重 
(単回経口投与 24 時間後標本作

製、2,000 mg/kg 体重投与群では

投与24及び48時間後標本作製) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性系存在下及び非存在下 
 

アミノシクロピラクロルの植物、土壌及び水中由来である代謝物 C の細菌を用い

た復帰突然試験が実施された。 
試験結果は表 26 に示されているとおり、陰性であった。（参照 2、39） 

 
表 26 遺伝毒性試験概要（代謝物 C） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 復帰突然 
変異試験 

S. typhimurium 
 (TA98、TA100、TA1535、
TA1537 株) 
E. coli (WP2 uvrA 株) 

156～5,000a µg/プレート 
(+/-S9) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性系存在下及び非存在下 
a: 5,000 µg/プレートでは菌の生育阻害が認められた。 

 

１４．その他の試験  

（１）28日間免疫毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雄各 10 匹、陽性対照群雄 5 匹）を用いて混餌（原体：0、600、
6,000 及び 18,000 ppm：平均検体摂取量は表 27 参照）投与し、投与 22 日に SRBC
を静脈内投与して、28 日間免疫毒性試験が実施された。陽性対照群にはシクロ

ホスファミドを 25 mg/kg 体重/日で試験 23～28 日の 6 日間腹腔内投与した。 
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表 27 28日間免疫毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 600 ppm 6,000 ppm 18,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 42 407 1,280 

 
SRBC 投与による液性免疫反応について、いずれの投与群においても検体投与

による影響は認められなかった。 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかっ

たことから、無毒性量は本試験の最高用量 18,000 ppm（1,280 mg/kg 体重/日）

であると考えられた。本試験条件下で免疫毒性は認められなかった。（参照 2、
40） 

 
（２）28日間免疫毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雄各 10 匹、陽性対照群雄 5 匹）を用いて混餌（原体：0、
300、3,000 及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 28 参照）投与し、投与 23 日

に SRBC を静脈内投与して、28 日間免疫毒性試験が実施された。陽性対照群に

はシクロホスファミドを 25 mg/kg 体重/日で試験 23～27 日の 5 日間腹腔内投与

した。 
 

表 28 28日間免疫毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 300 ppm 3,000 ppm 7,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 雄 45 425 1,060 

 
SRBC 投与による液性免疫反応について、いずれの投与群においても検体投与

による影響は認められなかった。 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかっ

たことから、無毒性量は本試験の最高用量 7,000 ppm（1,060 mg/kg 体重/日）で

あると考えられた。本試験条件下で免疫毒性は認められなかった。（参照 2、41） 
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「アミノシクロピラクロル」の食品健康影響評

価を実施した。 
14C で標識されたアミノシクロピラクロルのラットを用いた動物体内運命試験の

結果、経口投与されたアミノシクロピラクロルの吸収率は、投与後 48 時間で少な

くとも 26.1%と算出された。投与放射能の排泄は速やかで、投与 72 時間で

93.9%TAR 以上が尿及び糞中に排泄され、尿及び糞中に同程度排泄された。尿及び

糞中の主要成分は、未変化のアミノシクロピラクロルのみであった。 
14C で標識されたアミノシクロピラクロルメチルエステル体を用いたヤギの動物

体内運命試験の結果、主要成分は未変化のアミノシクロピラクロルであり、

10%TRR を超える代謝物は認められなかった。 
14C で標識されたアミノシクロピラクロルメチルエステル体を用いた牧草の植物

体内運命試験の結果、主な成分としてアミノシクロピラクロルが 32.9%TRR～

67.7%TRR 認められ、10%TRR を超える代謝物は認められなかった。 
アミノシクロピラクロル及びアミノシクロピラクロルメチルエステル体並びに

代謝物 C、D 及び H を分析対象化合物とした作物残留試験（牧草）の結果、アミ

ノシクロピラクロル、アミノシクロピラクロルメチルエステル体及びそれらの合量

の最大残留値は 80、108 及び 122 mg/kg であった。代謝物の最大残留値は C が 0.11 
mg/kg、D が 0.010 mg/kg であり、H はいずれの試料においても検出限界未満であ

った。 
アミノシクロピラクロルメチルエステル体、アミノシクロピラクロル及び代謝物

C を分析対象化合物とした泌乳牛の畜産物残留試験の結果、アミノシクロピラクロ

ルの最大残留値は腎臓で認められた 0.98 µg/g であった。アミノシクロピラクロル

メチルエステル体及び代謝物 C はいずれも定量限界未満であった。 
各種毒性試験結果から、アミノシクロピラクロル投与による影響は、主に体重（増

加抑制）に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、免

疫毒性及び遺伝毒性は認められなかった。 
各種試験結果から畜産物中の暴露評価対象物質をアミノシクロピラクロル（親化

合物のみ）と設定した。 
各試験における無毒性量等は表 29 に示されている。 
食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、

ラットを用いた 2 世代繁殖試験の 91.9 mg/kg 体重/日であったことから、これを根

拠として、安全係数 100 で除した 0.91 mg/kg 体重/日を一日摂取許容量（ADI）と

設定した。 
また、アミノシクロピラクロルの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響は認められなかったため、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと判

断した。 
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ADI 0.91 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 2 世代繁殖試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 世代 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 91.9 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 設定の必要なし 

  
 
参考 
＜JMPR、2014 年＞ 

ADI 3 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性試験/発がん性併合

試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 年間 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 279 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 

 
設定の必要なし 

  
 

＜カナダ、2014 年＞ 
ADI 1.1 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 2 世代繁殖試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 世代 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 109 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 

 
設定の必要なし 
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＜EPA、2016 年＞ 
cRfD 2.79 mg/kg 体重/日 
（cRfD 設定根拠資料） 慢性毒性試験/発がん性併合

試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 年間 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 279 mg/kg 体重/日 
（不確実係数） 100 

 
aRfD 

 
設定の必要なし 

 
（参照 42～46） 
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表 29 各試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

ラット 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、600、2,000、

6,000、18,000 ppm 
雄：349 
雌：448 

雄：1,050 
雌：1,430 

雌雄：体重増加

抑制 
 
（亜急性神経毒

性は認められな

い） 

雄：0、35、114、
349、1,050 
雌：0、45、146、
448、1,430 

2 年間慢性

毒性/発が

ん性併合

試験 

0、600、2,000、

6,000、18,000 ppm 
雄：279 
雌：309 

雄：892 
雌：957 

雌雄：体重増加

抑制 
雄：0、27.4、97.1、
279、892 
雌：0、29.3、99.8、
309、957 

2 世代繁殖

試験 

0、500、1,500、

5,000、17,000 ppm 
親動物 
P 雄：91.9 
P 雌：367 
F1雄：126 
F1雌：465 
 
児動物 
P 雄：299 
P 雌：367 
F1雄：426 
F1雌：465  

親動物 
P 雄：299 
P 雌：1,240 
F1雄：426 
F1雌：1,670 
 
児動物 
P 雄：1,050 
P 雌：1,240 
F1雄：1,520 
F1雌：1,670 
 

親動物 
雄：体重増加抑

制 
雌：体重増加抑

制及び甲状腺ろ

胞細胞肥大 
 
児動物 
雌雄：体重増加

抑制 
 
（繁殖能に対す

る影響は認めら

れない） 

P 雄：0、30.1、91.9、
299、1,050 
P 雌：0、36.0、110、
367、1,240 
F1雄：0、42.3、126、
426、1,520 
F1雌：0、46.2、105、
465、1,670 

発生毒性

試験 

0、30、100、300、
1,000 

母動物：1,000 
胎児：1,000 

母動物：－ 
胎児：－ 

母動物：関連す

る毒性所見なし 
 
胎児：関連する

毒性所見なし 
 
(催奇形性は認

められない) 

マウス 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、300、1,000、

3,000、7,000 ppm 
雄：1,090 
雌：1,620 

雄：－ 

雌：－ 
雌雄：毒性所見

なし 
雄：0、46.8、154、
459、1,090 
雌：0、60.7、230、
649、1,620 

18 か月 
発がん性 
試験 

0、300、1,000、

3,000、7,000 ppm 
雄：876 
雌：1,190 

雄：－ 
雌：－ 

雌雄：毒性所見

なし 
 
(発がん性は認

雄：0、38.7、133、
393、876 
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動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

雌：0、49.9、171、
527、1,190 

められない) 

ウサギ 発生毒性

試験 

0、100、300、500、
1,000 

母動物：300 
胎児：1,000 

母動物：500 
胎児：－ 

母動物：軟便等 
胎児：関連する

毒性所見なし 
 
(催奇形性は認

められない) 

イヌ 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、250、1,250、

5,000、15,000 
雄：426 
雌：388 

雄：－ 
雌：－ 

雌雄：毒性所見

なし 
雄：0、6.46、33.3、
126、426 
雌：0、7.02、37.9、
124、388 

1 年間慢性

毒性試験 

0、1,250、5,000、
15,000、30,000 

雄：1,080 
雌：1,070 

雄：－ 
雌：－ 

雌雄：毒性所見

なし 
雄：0、37.9、178、
465、1,080 
雌：0、46.9、175、
542、1,070 

ADI 
NOAEL：91.9 
SF：100 
ADI：0.91 

ADI 設定根拠資料 ラット 2 世代繁殖試験 

ADI：一日摂取許容量 SF：安全係数 NOAEL：無毒性量  
－：無毒性量又は最小毒性量は設定できなかった。 
1)：備考欄に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。 
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＜別紙 1：代謝物/分解物略称＞ 
記号 略称 化学名 

C IN-LXT69 5-クロロ-2-シクロプロピル-ピリミジン-4-イルアミ

ン 

D IN-QFH57 4-シアノ-2-シクロプロピル-1H-イミダゾール-5-カ
ルボン酸 

E IN-YY905 シクロプロパンカルバミジン 
F IN-Q3007 シクロプロパンカルボキシアミド 
G IN-V0977 シクロプロパンカルボン酸 

H IN-QGC48 
メチル-4-シアノ-2-シクロプロピル-1H-イミダゾー

ル-5-カルボキシラート 
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＜別紙 2：検査値等略称＞ 
略称 名称 
ai 有効成分量（active ingredient） 

ALT アラニンアミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］ 

AST 
アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］ 

AUC 薬物濃度曲線下面積 
BUN 血液尿素窒素 
Cmax 最高濃度 
CMC カルボキシメチルセルロース 
Cre クレアチニン 
Glob グロブリン 

HGPRT ヒポキサン－グアニンホスホリボシルトランスフェラーゼ 
MC メチルセルロース 
Mon 単球数 
Neu 好中球数 
PHI 最終使用から収穫までの日数 

SRBC ヒツジ赤血球 
T1/2 消失半減期 
TAR 総投与（処理）放射能 
TG トリグリセリド 
Tmax 最高濃度到達時間 
TP 総蛋白質 

TRR 総残留放射能 
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＜別紙 3：作物（牧草）残留試験成績（海外）＞ 

場所 
実施年 

試
験
ほ
場
数 

使用量 
(g ai/ha) 
剤型 

回数  PHI 
(日) 

分析 
部位 

残留値(mg/kg) 

アミノシクロピ
ラクロルメチル
エステル体 

アミノシクロピ
ラクロル 合計a 代謝物C 代謝物D 代謝物H 

最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 15 14 1.2 1.1 14 0.008 0.007 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 32 29 15 15 42 0.020 0.018 0.006 0.004 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 

336WG 1 
0 F 11 10 0.79 0.77 10 0.005 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 32 30 4.0 3.9 32 0.013 0.012 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

336WG 1 
0 F 0.030 0.027 13 13 13 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 0.22 0.20 30 30 30 0.012 0.011 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 

336WG 1 
0 F 35 34 1.6 1.5 33 0.018 0.018 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 39 34 4.8 4.5 36 0.020 0.018 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

336WG 1 
0 F 10 10 0.84 0.75 10 0.008 0.007 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 25 23 2.9 2.4 24 0.017 0.014 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 9.8 8.8 1.1 1.0 9.3 0.006 0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 26 25 2.9 2.6 26 0.014 0.014 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 30 29 5.9 5.6 33 0.018 0.017 0.006 0.004 <0.003 <0.003 

0 H 46 41 37 35 74 0.040 0.037 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 

F 

25 24 4.3 4.3 27 0.013 0.013 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 4.8 4.6 9.3 8.9 13 0.004 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

7 1.8 1.8 7.7 7.7 9.4 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

14 0.12 0.099 5.9 5.6 5.7 0.004 0.004 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 

21 0.054 0.050 3.7 3.6 3.6 0.005 0.004 0.005 0.003 <0.003 <0.003 
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場所 
実施年 

試
験
ほ
場
数 

使用量 
(g ai/ha) 
剤型 

回数  PHI 
(日) 

分析 
部位 

残留値(mg/kg) 

アミノシクロピ
ラクロルメチル
エステル体 

アミノシクロピ
ラクロル 合計a 代謝物C 代謝物D 代謝物H 

最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

0 

H 

47 46 16 16 59 0.030 0.029 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 9.9 9.2 20 20 29 0.010 0.010 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

7 2.9 2.8 14 13 16 0.007 0.006 0.005 0.004 <0.003 <0.003 

14 0.22 0.21 9.2 9.1 9.3 0.011 0.010 0.010 0.010 <0.003 <0.003 

21 0.13 0.13 6.5 6.4 6.5 0.007 0.006 0.010 0.010 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 

336WG 1 0 
F 18 16 2.2 1.9 17 0.011 0.010 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 32 31 7.2 7.1 36 0.022 0.022 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

315SL 1 0 
F  25 22 22 0.020 0.019 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 46 45 45 0.082 0.080 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 

336WG 1 0 
F 31 29 4.1 4.0 31 0.019 0.018 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 38 38 13 12 48 0.033 0.030 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

315SL 1 0 
F 

 
26 25 25 0.020 0.020 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 38 35 35 0.053 0.050 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 15 14 3.2 3.1 16 0.010 0.010 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 21 21 9.6 9.2 29 0.016 0.015 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 

336WG 1 
0 F 30 29 3.3 3.2 30 0.018 0.017 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 46 45 6.3 6.2 49 0.029 0.028 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

315SL 1 
0 F 

 
41 39 39 0.035 0.035 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 46 46 46 0.110 0.110 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 
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場所 
実施年 

試
験
ほ
場
数 

使用量 
(g ai/ha) 
剤型 

回数  PHI 
(日) 

分析 
部位 

残留値(mg/kg) 

アミノシクロピ
ラクロルメチル
エステル体 

アミノシクロピ
ラクロル 合計a 代謝物C 代謝物D 代謝物H 

最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

米国 

2008年 
1 336WG 

1 
0 F 26 26 2.0 1.9 26 0.027 0.020 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 47 46 4.3 4.1 47 0.030 0.028 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

1 
0 F 12 11 0.62 0.53 11 0.007 0.006 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 20 19 1.2 1.1 19 0.013 0.013 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 28 27 2.6 2.3 28 0.012 0.012 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 39 33 19 17 48 0.029 0.025 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 

0 

F 

13 13 2.9 2.9 15 0.007 0.007 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 4.0 3.9 3.1 2.8 6.5 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

7 0.40 0.40 2.7 2.7 3.1 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

14 0.17 0.15 1.7 1.6 1.7 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

21 0.028 0.027 0.98 0.92 0.95 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 

H 

15 14 24 22 35 0.022 0.021 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 2.9 2.5 15 15 17 0.008 0.008 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

7 0.6 0.57 11 9.7 10 0.006 0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

14 0.033 0.031 5.1 4.9 4.9 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

21 0.039 0.038 3.3 3.1 3.1 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 315SL 1 

0 

F 

 19 18 18 0.004 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 9.4 9.0 9.0 0.009 0.008 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

7 4.8 4.7 4.7 0.006 0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

14 2.7 2.6 2.6 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 
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場所 
実施年 

試
験
ほ
場
数 

使用量 
(g ai/ha) 
剤型 

回数  PHI 
(日) 

分析 
部位 

残留値(mg/kg) 

アミノシクロピ
ラクロルメチル
エステル体 

アミノシクロピ
ラクロル 合計a 代謝物C 代謝物D 代謝物H 

最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

21 1.3 1.2 1.2 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 

H  

43 40 40 0.036 0.030 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

3 25 25 25 0.022 0.021 0.006 0.005 <0.003 <0.003 

7 13 12 12 0.012 0.012 0.005 0.004 <0.003 <0.003 

14 5.9 5.9 5.9 0.006 0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

21 3.8 3.7 3.7 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 0 

F 19 18 0.95 0.94 18 0.010 0.009 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 47 41 17 16 55 0.036 0.030 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 0 

F 19 18 2.1 1.8 19 0.011 0.010 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 36 34 26 24 56 0.025 0.024 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 336WG 1 0 

F 27 26 2.3 2.2 27 0.012 0.011 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 72 68 12 11 75 0.030 0.028 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 

336WG 1 0 
F 14 13 2.2 2.0 14 0.008 0.008 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 16 14 25 22 35 0.017 0.016 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

315SL 1 0 
F 

 
19 18 18 0.007 0.006 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 58 48 49 0.016 0.015 0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

カナダ 

2008年 
1 

336WG 1 0 
F 15 14 1.2 1.1 14 0.008 0.007 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 18 15 29 27 41 0.016 0.014 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

336WG 1 0 
F 14 13 0.79 0.71 13 0.006 0.006 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

H 31 27 14 12 37 0.019 0.016 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 
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場所 
実施年 

試
験
ほ
場
数 

使用量 
(g ai/ha) 
剤型 

回数  PHI 
(日) 

分析 
部位 

残留値(mg/kg) 

アミノシクロピ
ラクロルメチル
エステル体 

アミノシクロピ
ラクロル 合計a 代謝物C 代謝物D 代謝物H 

最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 38 38 6.3 5.6 41 0.020 0.020 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 108 102 27 26 122 0.078 0.075 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 47 47 6.7 6.6 51 0.029 0.028 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 71 71 27 24 91 0.054 0.053 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 37 37 14 13 48 0.020 0.020 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 37 36 80 79 113 0.032 0.031 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

米国 

2008年 
1 336WG 1 

0 F 20 20 2.4 2.3 21 0.011 0.011 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

0 H 29 28 18 17 43 0.021 0.020 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 
WG：顆粒水和剤（アミノシクロピラクロルメチルエステル体 80%） 
SL：ゾル剤（アミノシクロピラクロル 240 g/L） 
F：青刈茎葉、H：乾牧草 
/：該当なし 
a：アミノシクロピラクロルメチルエステル体の残留値を分子量に基づき親化合物アミノシクロピラクロルに換算し、親化合物と合計した。 
データが検出限界未満の場合は検出限界値に<を付して記載した。 
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＜別紙 4：畜産物残留試験成績（泌乳牛）＞ 

試料 
試料 

採取日 
(日) 

飼料投与群 (mg/kg 体重/日) 

1.8 
(0.5 倍量) 

3.6 
(1 倍量) 

10.8 
(3 倍量) 

36.0 
(10 倍量) 

アミノシクロピラクロルの残留値（µg/g） 

乳汁 

1 ND <LOQ 0.014 0.038 
3 ND <LOQ 0.017 0.050 
5 <LOQ <LOQ 0.021 0.055 
7 ND <LOQ 0.024 0.053 

10 ND <LOQ 0.019 0.050 
14 ND <LOQ 0.018 0.053 
17 <LOQ <LOQ 0.020 0.061 
21 ND <LOQ 0.021 0.059 
24 <LOQ <LOQ 0.022 0.071 a 
28 <LOQ <LOQ 0.022 0.077a 
29 

   

0.013 
31 <LOQ 
33 <LOQ 
35 ND 

乳脂肪 

14 <LOQ <LOQ 0.011 0.033 
21 ND <LOQ 0.012 0.033 
31 

   
<LOQ 

38 ND 

脱脂乳 

14 <LOQ <LOQ 0.018 0.065 
21 <LOQ <LOQ 0.019 0.063 
31 

   
<LOQ 

38 ND 

筋肉 
29 <LOQ <LOQ <LOQ 0.051 
43b 

   
0.019 

45b ND 

脂肪 
29 <LOQ 0.015 0.062 0.46 
43b 

   
0.030 

45b 0.056 

肝臓 
29 0.039 0.042 0.049 0.096 
43b 

   
<LOQ 

45b ND 
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試料 
試料 

採取日 
(日) 

飼料投与群 (mg/kg 体重/日) 

1.8 
(0.5 倍量) 

3.6 
(1 倍量) 

10.8 
(3 倍量) 

36.0 
(10 倍量) 

アミノシクロピラクロルの残留値（µg/g） 

腎臓 
29 0.12 0.31 0.34 0.98 
43b 

   
<LOQ 

45b <LOQ 
a：減衰試験群の動物を含む   b：N=1    /：分析せず 
<LOQ：定量限界（0.01 µg/g）未満     ND: 検出せず 
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アミノシクロピラクロルに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）に 
ついての意見・情報の募集結果について 

 
 
 
１．実施期間 平成２９年４月１２日～平成２９年５月１１日 
 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
 
３．提出状況 アミノシクロピラクロルに係る食品健康影響評価に関する審議結果

（案）について、上記のとおり、意見・情報の募集を行ったところ、

期間中に意見・情報はありませんでした。 
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